
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 長年、飯南町の町長として務めてこられた山碕

英樹前町長。【教育、人材育成の推進】を一つの柱

に掲げ、飯南高校生が充実した生活を送れるよう

にと、多大なご尽力をしていただきました。 

１月をもって任期満了で退任されるにあたり、

飯南高校の生徒達に激励の言葉を贈りたいと、来

校されました。「“町を挙げて飯南高校を応援す

る”と宣言して今までやってきた。皆さんの元気

な姿、活躍する姿が町の力に繋がっている。新型

コロナウイルス感染症の影響で、思ったような活

動ができない中だと思うが、これからも頑張って

ほしい。心から期待している」と、それぞれの部

活動に足を運び、生徒一人一人の顔を見ながら伝

えてくださいました。 

 山碕前町長からの言葉に対し、生徒からは「と

ても良い環境で部活動ができているのは町からの

支援のおかげ。大会で結果が出せるよう頑張って

いきたい」「自分達の活動や大会を通して、感動や

勇気を与えられるよう、これからも部活動に励ん

でいきたい」等の抱負と共にお礼を述べていまし

た。飯南町長として、飯南高校生の充実した生活

を支えていただき、ありがとうございました！ 

 今年度のシンポジウムは、小中高生が地域課題

解決型の学習としてやってきた研究発表をオンラ

インで聞きました。 

 本校からは、課題研究最終発表会で良い評価を

得た４班の生徒が、【飯南狩人～ハンターを増やそ

う作戦～】を発表しました。オンラインで伝わり

やすい内容に変更して臨んだことや、前を向いて

堂々と発表する姿、質問にも的確に答えている様

子から、発表者全員が最後まで主体的に課題研究

に取り組んできたことが分かりました。 

  

 

 

 

全ての発表を聞いた２年２組の生徒は、各校の

提案の良いところや参考になったところ、提案を

もう一歩進めるためにどうしたらいいかを話し合

い、オンラインで伝えました。 

 生徒からは、「すごく興味を持てる案があった。

それぞれの学校の案を組み合わせるとより良い案

となって、現実に近づくと感じた」「様々な分野の

課題解決策や提案で、新しい意見を取り入れる良

い機会になった」「町のデメリットをメリットに変

えようとしていた発表が印象的だった。飯南町の

様々な現状や課題についての発表を聞いて、まだ

まだ飯南町を活性化できると思った」などの感想

がありました。学校種を越えてのグループ協議は

できませんでしたが、お互いに刺激し合えるシン

ポジウムになったと思います。 

 



もらったことを意識して滑った」「指導が分かりや

すく、すぐに上達することができた」「できなかっ

たことをできるまで取り組むことができた」などの

感想が聞かれました。このシーズンならではのスポ

ーツを意欲的に楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半は、要約し図式化する方法を教えていただき

ました。文章の中から、【この言葉を使わないと伝

わらない】というキーワードを選び出し、できるだ

けシンプルに構成すること。囲みや矢印を使い、分

かりやすくすることで、プレゼン（内容伝達）する

際に話す順序や長さ等、臨機応変な対応ができると

分かりました。「図式力＝読解力」でもあり、話を端

的に把握できる力に繋がっているとおっしゃって

いました。 

この図式化を体得していくために、烏田先生から

様々な図式を見せていただき、良い図式を学びまし

た。そして、実際に文章を見ながら図式化し、グル

ープ内で何度もプレゼンを重ね、“語りかけるよう

なプレゼン”を目指しました。 

毎年この時期に、特色ある学校活動の一つとし

て、２年生が町内にある琴引フォレストパークスキ

ー場でスキー研修を行っています。今年は天気に恵

まれ、経験差に合わせて６班に分かれてインストラ

クターの方に滑り方を教わりました。 

生徒からは、「インストラクターさんが技術だけ

でなくスキーの歴史や現状までお話ししてくださ

って、より興味を持って活動できた」「自分が苦手

なところを積極的に質問することができた。教えて 

後半は、文章を聞きながら図式化してプレゼンし

たり、様々な課題について自分の考えをまとめて発

表したりする情報活用能力（メディアリテラシー）

を伸ばす学習をしました。自分の考えを、文章では

なく図式でまとめることで、考えが出しやすいこと

が分かりました。 

図式力は様々な力に繋がっていることが分かっ

たので、図式をこれからも活用し、レベルアップし

ていってほしいと思います。 

今年度は、オンラインで講話を聞いたりインタビ

ューしたりしました。 

最初に、飯南病院の高橋事務長、角田院長から、

病院施設説明や『地域医療の現状について』お聞き

しました。中山間地域にある３６５日、２４時間体

制で診る総合病院として、「いつでも、どんな病気

や怪我も診ること」をモットーに様々な職種で連携

してやっていること。生活の質を向上させ、よりよ

く生きるためのるために全スタッフで、総合的な医

療の提供をしていることが分かりました。 

次に、看護師の影山さん、保健師の空岡さんにイ

ンタビューをしました。仕事内容や仕事に就いたき

っかけ、地域医療に対する思い、コロナ禍で変わっ

たこと・大切にしていること等について、生徒から

質問が出ていました。 

病気の予防の段階から退院後のケアまで、地域で

一体となり関わることができるのが、この地域の特

性であり、強みであると分かりました。また、心の

ケアが身体の健康に繋がるため、コロナ禍の中で、

不安を持っておられる方に対する不安を取り除く

ための工夫もお聞きすることができました。 

生徒はこれらの話を聞きながら、要約学習を活用

しながらメモを取っていました。 

生徒からは、「将来介護士になりたいと考えてい

るので、今回の話を参考にし、よりよい地域医療に

ついてしっかりと考え、自分にできることを見つけ

ていきたい」「地域医療とは、地域全体で支える医

療体制のことなので、医療関係者だけでなく、町民

の一人一人が意識して助け合いながら暮らしてい

く事が大切だと思った」「医療活動など、積極的に

参加していきたいと思った。これからの自分の将来

を決めるきっかけになった」「地域医療に携わる全

ての方に感謝して生活していきたい」などの感想が

ありました。 

地域の現状や課題を知り、自分にできることを考

える機会となりました。 

昨年１２月、卒業生会報【鵬雲４９号】で一口千円

の会費納入についてお願いしていました。この会費

は、会報発刊にかかる経費を捻出することと、母校の

魅力アップ活動及び生徒勧誘活動の経費確保のため

に使わせていただいております。会費の納入につい

て、多くの皆様に趣旨をご理解し、ご協力いただきま

したこと衷心より厚くお礼申し上げます。 

なお、諸般の事情で３月３１日を今年度の会費納入

期限としております。会費未納入の卒業生の皆様、何

とぞご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

【鵬雲会 事務局】まで 

お知らせください。 

会報と振込用紙を送付い 

たします。 

 

 

〒690－3401 島根県飯石郡飯南町野萱 800 

   電話：0854-76-2333 

FAX：0854-76-2344 

鵬雲会 事務局（飯南高校内） 

 

鵬雲会より 卒業生の皆さまへ 卒業生以外の皆様で賛助会員として 

ご協力いただける方へ 

セミナーの一つ、バースデー講座では、「生まれ

てきた自分の命」「未来へつなぐ命」について学び

ました。妊娠、出産に至るまでの、親の体や気持ち

の変化をお聞きし、周りの人の協力の大切さも分か

りました。また、３年生は卒業後、自分のライフプ

ランを自分で選択し、決定していく時代で、それに

は責任が伴ってくる重さを感じました。どんな未来

に繋げていくかを考え、子 

どもを産み育てていくには、 

自分の行動に責任を持ち、 

お互いを理解していくこと 

が大切だと学びました。 

「いろいろな思いがありながらも頑張っている親

の姿を思うと、感謝の気持ちでいっぱいになった。

今までも何回かこのような講座を受けてきたが、大

人に近づいた今は、とても心に響いた。親に感謝し

ながら生きていきたいと思った」「自分の行動に責

任を持つ大切さを感じた。責任を持つということ

は、自分の命を守ることにも繋がると思うので、正

しい知識を今後も身につけていきたい」「自分が生

まれるまでにも、両親や家族が私を大切にしていて

くれたことや、１８年間ずっと見守ってくれている

ことを改めて感じ、自分自身も自分の命を大切に生

きていきたいと強く感じた」 

 

 

 

 

３年生は家庭学習期間に入っていますが、出校日を活用して、進学・就職後に役立つ様々なセミナーを

行っています。 



第６回中国地区高校放送コンテスト 

【アナウンス部門】出品 

【朗読部門】出品 

【オーディオピクチャー部門】出品 

【ビデオメッセージ部門】出品 

第７６回国民体育大会冬季大会スキー競技会島根県予選会

兼 令和２年度島根県高等学校スキー選手権大会 

＜アルペン＞ 場所：琴引フォレストパーク 

【男子大回転】２名出場 稲田 大和 ５位 

【女子大回転】梅木 結花 ５位 

 

＜クロスカントリー＞ 場所：芸北国際スキー場 

【女子クラシカル】福間 青空 

第４８回全国高等学校選抜卓球大会シングルス 

島根県予選大会 

【男子】４名出場 １名が３回戦進出 

【女子】４名出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾２月号 令和３年２月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

１日（月）３年生を送る会・鵬雲会入会式 

２日（火）卒業式 

４日（木）高校入試学力検査日（～５日） 

     生徒は特別休業日（～５日） 

１２日（金）合格発表 

１９日（金）高校入試第二次募集検査日（予定） 

２４日（水）終業式 

２７日（土）入学前説明会 

２８日（日）閉寮（正午～４月上旬） 
 

 ※年度当初の予定から変更になっています。 

今後も変更になる可能性があります。 

株式会社アルプロン様から、地域の高校生支援と

してプロテインをいただきました。 

プロテインを活用し、身体づくりや成果に繋げて

いきたいと思います。ありがとうございました！ 

第６２回中国高等学校スキー選手権大会 

場所：わかさ氷ノ山スキー場 

＜アルペン＞ 

【大回転】男子２名出場  女子１名出場 

【回 転】男子２名出場  女子３名出場 

＜クロスカントリー＞  

【男子フリー】森口 慎太 ５位 

【女子フリー】福間 青空 

【男子クラシカル】１名出場 

【女子クラシカル】福間 青空 

【会 場】赤名農村環境改善センター 

【時 間】開場 １３：３０ 

     開演 １４：００ 

【入場料】無料 
 

☆新型コロナウイルス感染症予防のため、マ

スクの着用をお願いします。なお、発熱等の

症状がある方はご来場をお控えください。 

今大会で福間さんは、秋田県で開催予定だった

国体スキー競技会への出場権も獲得していまし

たが、新型コロナウイルス感染症の影響で、残念

ながら中止となりました。 


